
令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 225

R7 242

R8 242

R9 242242

242 225

242

242

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 社会教育費 社会教育総務費 人権教育推進事業費

大事業

01 10 05 01 008

・ハートフルフェスタの開催
・人権に関する作品展の開催

・ハートフルフェスタの開催
・人権に関する作品展の開催

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・ハートフルフェスタの開催
・人権に関する作品展の開催

・ハートフルフェスタの開催
・人権に関する作品展の開催

・ハートフルフェスタの開催
・人権に関する作品展の開催

安全で心安らぐ
優しいまち

人権・男女共同参
画・多様性の尊重

人権教育・啓発の推
進、多様性の尊重

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 社会教育課 人権啓発推進課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 24 人権教育推進事業

事業概要
人権に関する学習活動、人権に関する講演会であるハートフルフェス
タの開催、各幼稚園の園児、小・中学校の児童生徒が作成した人権に
関する作品展の開催

1 6 1



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 24 人権教育推進事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 80 80 80 80

実績 92

達成率 115.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 350 400 400 400 400

実績 446 378

達成率 127.4% 94.5% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

人権に関する
作品展出品数

点

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

事業の成果

指標 指標設定の考え方

ハートフル
フェスタの参
加人数

人

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

2,059 225 1,834 0.35 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 78,737 77,167 1,600 62,265 34,454

R7 80,132 80,132 68,906 66,964

R8 80,132 80,132 68,906 66,964

R9 80,132 80,132 68,906 66,964

01 10 05 04 001

一般会計 教育費 社会教育費 留守家庭児童会育成事業費 留守家庭児童会育成費

296,134

296,134

296,134

254,223254,224

留守家庭児童会の開設
留守家庭児童会（大住・桃園・薪・田辺東）
の民間委託の開始

留守家庭児童会の開設

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

留守家庭児童会の開設
松井ケ丘留守家庭児童会の委託事業者の選考

留守家庭児童会の開設
松井ケ丘留守家庭児童会の民間委託事業者の
選考

留守家庭児童会の開設
松井ケ丘留守家庭児童会の民間委託の開始
三山木地区留守家庭児童会の民間事業者によ
る運営開始
留守家庭児童会（大住・桃園・薪・田辺東）
の委託事業者の選考

大事業

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

こども・子育て
こどもが健やかに
育つ環境づくり

I-6

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 社会教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 98 留守家庭児童会運営事業

事業概要
放課後に保護者が就労などで家庭にいない児童の健全な育成のため、
民間活力をいかすなど留守家庭児童会のサービス向上を推進

4 1 2 ○

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

歳出予
算費目

０１一般会計　１０教育費　０５社会教育費　０１社会教育総務費　００１職員給与費

予算額（千円） 決算額（千円）

財源内訳（千円）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 98 留守家庭児童会運営事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 10 10 11 11 11

実績 10 10

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る）

京田辺市子ども子育て支援事業計画に基づき、重要事業として継続して
いく。更なる充実に向け、施設整備及び民間委託を進める。

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

0 0 0

280,790 254,223 26,567 5.07 5,240

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

事業の成果

指標 指標設定の考え方

留守家庭児童
会開設箇所数

箇所

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

１
次
評
価

達成度 備考

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 350,400 71,000 78,149

R7 18,000

R8 495,300

R9 495,300495,300

504,051 499,549

18,000

495,300

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 小学校費 学校建設費 小学校長寿命化事業

一般会計

大事業

01 10 02 03 001

・計画に基づき、長寿命化改修等

・計画に基づき、長寿命化改修等

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・田辺小学校中校舎長寿命化改修
・学校施設長寿命化計画改定に向けた検討

〇学校施設長寿命化改修の実施
・田辺小学校中校舎長寿命化改修工事を実施
した。
〇学校施設長寿命化計画の改定
・学校施設長寿命化計画改定に向けた検討を
行った。

・学校施設長寿命化計画の改定

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

教育力の向上

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 106 学校施設長寿命化改良事業

事業概要
学校施設長寿命化計画に基づき、建物の耐久性を高めるとともに、省
エネルギー化や多様な活動が可能な環境づくりを進め、施設の長寿命
化と管理運営の効率化を図るなど、適切なマネジメントを推進

4 2 7



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 106 学校施設長寿命化改良事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 2 1 0 1 2

実績 2 1

達成率 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

目標 0 100

実績 0

達成率 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｃ．縮小 （コストを減少させ
る） 次年度は学校施設長寿命化計画の改定を行うため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

田辺小学校中校舎長寿命化改修工事の実施及び学校施設長寿命化計画改
定向けた検討を行った。

学校施設長寿
命化計画改定
の算定進捗率

％

計画改定の進捗率

事業の成果

指標 指標設定の考え方

学校施設長寿
命化改修工事
実施校舎数

棟

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

501,121 499,549 1,572 0.30 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 0 0 0 0 290,418

R7 0 0 0 0 0 324,550

R8 0 0 0 0 0 324,550

R9 0 0 0 0 0 324,550324,550

295,871 290,418

324,550

324,550

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 小学校費 学校管理費 職員給与費

０１一般会計　１０教育費　０２小学校費　０１学校管理費　０２小学校管理運営費

大事業

01 10 02 01 001

小学校教育の充実を図るため、適正な人員配
置、教育環境の整備など、小学校の管理運営
を行う。

小学校教育の充実を図るため、適正な人員配
置、教育環境の整備など、小学校の管理運営
を行う。

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

小学校教育の充実を図るため、適正な人員配
置、教育環境の整備など、小学校の管理運営
を行う。

〇市立小学校の管理運営
・学校生活を送る上で特に配慮を要する児童
に対して、学級運営補助員及び特別支援教育
支援員を配置した。
・学校へ予算配分を行い、各小学校及び令和
５年に設置した共同学校事務室で管理運営に
要した予算の効率的な執行を実施した。

小学校教育の充実を図るため、適正な人員配
置、教育環境の整備など、小学校の管理運営
を行う。

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

教育力の向上

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校教育課 教育総務室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 107 小学校運営事業

事業概要
小学校教育の充実のため、適正な人員配置、教材整備など、小学校の
管理運営を実施

4 2 7



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 107 小学校運営事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 95 95 95 95

実績 97.2

達成率 102.3% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

学校管理運営
事業の予算執
行率

%

現状が既に高い割合である
ため、前年度実績を維持

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

306,400 290,418 15,982 3.05 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 0 0 0 0 27,743

R7 35,830

R8 35,830

R9 35,83035,830

29,760 27,743

35,830

35,830

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 小学校費 学校管理費 小学校健康管理費

大事業

01 10 02 01 004

・健康診断の実施
・就学時健診の実施

・健康診断の実施
・就学時健診の実施

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・健康診断の実施
・就学時健診の実施

○児童の内科、歯科、眼科及び耳鼻科検診実
施し、健康管理を行った。
小学生　検診延べ実施数　16,465回　受診
率　98.2％
○児童の心臓検診を実施し、健康管理を行っ
た。

・健康診断の実施
・就学時健診の実施

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

教育力の向上

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 108 小学校健康管理事業

事業概要
児童の健康を保持するための検診の実施(内科、歯科、眼科、耳鼻科検
診、心臓検診等)

4 2 7



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 108 小学校健康管理事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 100 95 95 95 95

実績 98.1 98.2

達成率 98.1% 103.4% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） 予算科目の再編により、他事業から統合した費目があるため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

小学校健康診
断受診率

％

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

29,577 27,743 1,834 0.35 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 2,302

R7 3,738

R8 3,738

R9 3,7383,738

2,665 2,302

3,738

3,738

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 教育総務費 事務局費 外国青年招致事業費

大事業

01 10 01 02 004

外国人の外国語指導助手を幼稚園こども園・
小学校・中学校等に派遣し、コミュニケー
ション能力の向上と国際感覚を養成する。

外国人の外国語指導助手を幼稚園・小学校・
中学校等に派遣し、コミュニケーション能力
の向上と国際感覚を養成する。

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

外国人の外国語指導助手を幼稚園こども園・
小学校・中学校等に派遣し、コミュニケー
ション能力の向上と国際感覚を養成する。

外国語指導助手を幼稚園・こども園・小学
校・中学校に派遣することにより、児童生徒
のコミュニケーション能力や国際感覚の向上
に一定の成果が見られた。また、授業以外の
場面でも英語に触れる機会が増加し、ALTと
のやりとりを通じて英語を使うことに対する
心理的ハードルが下がった。

外国人の外国語指導助手を幼稚園こども園・
小学校・中学校等に派遣し、コミュニケー
ション能力の向上と国際感覚を養成する。

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

社会の変化に対応
する教育の推進

担当
（部・課・係・副担当）

教育部
こども・学校サ

ポート室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 109 国際理解教育事業

事業概要
国際化社会に対応した教育施策の一環として、外国人の外国語指導助
手を導入することにより、生きた外国語(英語)や外国文化・生活に触れ
る機会を提供し、コミュニケーション能力の向上と国際感覚を養成

4 2 6



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 109 国際理解教育事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 3 3 3 3

実績 未実施

達成率 － 0.0% 0.0% 0.0%

目標 3 3 3 3

実績 未実施

達成率 － 0.0% 0.0% 0.0%

目標 81.1 府平均 府平均 府平均

実績 79

達成率 97.4% － － －

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） 物価高騰により使用料及び賃借料等が増加したため

１
次
評
価

達成度 備考

Ｃ　目標を達成していない
（達成率８０％未満）

派遣授業に対しての評価について、事業の進行管理上の不備により、ア
ンケートが適切に行えなかったため

中学校への派
遣授業に対し
ての評価

-

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値（アンケー
ト（評価）を実施し、４段
階中評価中３以上を目指
す）

外国語の学習に肯
定的に回答した児
童生徒の割合

％

全国学力・学習状況調査に
おける京都府平均以上を目
指す。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

小学校・幼稚
園・こども園
への派遣授業
に対しての評
価

-

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値（アンケー
ト（評価）を実施し、４段
階中評価中３以上を目指
す）

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

20,380 2,302 18,078 3.45 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 1,664 1,206 178,501

R7 255,384 1,758 499,775

R8 1,758 133,242

R9 1,758 133,242135,000

183,590 181,371

756,917

135,000

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 教育総務費 情報教育推進費 情報教育推進費

大事業

01 10 01 03 001

タブレット端末の効果的な活用を通じた児童
生徒の学びの充実に向け、教員の指導力向上
を図るとともに児童生徒の情報モラル及びデ
ジタル・シティズンシップ教育を推進する。

タブレット端末の効果的な活用を通じた児童
生徒の学びの充実に向け、教員の指導力向上
を図るとともに児童生徒の情報モラル及びデ
ジタル・シティズンシップ教育を推進する。

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

タブレット端末の効果的な活用を通じた児童
生徒の学びの充実に向け、教員の指導力向上
を図るとともに児童生徒の情報モラル及びデ
ジタル・シティズンシップ教育を推進する。

タブレット端末の効果的な活用を通じた児童
生徒の学びの充実に向け、市ICT部会等にお
いて教員の指導力向上を図った。また児童生
徒の情報モラル及びデジタル・シティズン
シップ教育を推進し、各校での取組に生かせ
るよう支援した。

タブレット端末の更新に向けた体制を整える
とともに、円滑な更新を行う。タブレット端
末の効果的な活用を通じた児童生徒の学びの
充実に向け、教員の指導力向上を図るととも
に児童生徒の情報モラル及びデジタル・シ
ティズンシップ教育を推進する。

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

社会の変化に対応
する教育の推進

担当
（部・課・係・副担当）

教育部
こども・学校サ

ポート室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 110 情報教育推進事業

事業概要

学校のＩＣＴ＊環境を整備し活用を進め、より効果的な授業を実現
し、こどもたちが情報社会に主体的に対応できる「情報活用能力」や
「情報モラル」、「デジタル・シティズンシップ＊」などを育成。ま
た、増加し複雑化する小・中学校の校務の情報化を推進

4 2 6



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 110 情報教育推進事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 86 府平均 府平均 府平均

実績 89.1

達成率 103.6% － － －

目標 110 110 110 110 110

実績 74 79

達成率 67.3% 71.8% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） 児童生徒のタブレット端末の更新を実施するため

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

情報教育研修
参加教職員数

人

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

事業の成果

指標 指標設定の考え方

ICT機器を活用
して学習を進め
る項目に肯定的
に回答した児童
生徒の割合

％

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値（全国学
力・学習状況調査における
京都府平均以上を目指す）

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

186,349 181,371 4,978 0.95 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 12,098 14,335

R7 27,117

R8 27,117

R9 27,11727,117

27,117 26,433

27,117

27,117

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 教育総務費 事務局費 学校教育支援費

大事業

01 10 01 02 003

・教育支援センターの運営
・教育相談事業の充実

・教育支援センターの運営
・教育相談事業の充実

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・教育支援センターの運営
・教育相談事業の充実
・教育支援センターの機能拡充（特別支援教
育の観点からの未然防止の取組、宅訪による
支援）

通室児童生徒が安心して活動できる環境を整
え、教育相談事業について周知することで、
保護者等からの申し込みが増加した。特別支
援教育関係では、発達検査を実施することに
より、児童生徒への適切な支援につなげるこ
とができた。

・教育支援センターの運営
・教育相談事業の充実
・教育支援センターの機能拡充（福祉的な相
談窓口支援の強化）

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

教育力の向上 I-5

担当
（部・課・係・副担当）

教育部
こども・学校サ

ポート室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 111 教育支援センター充実事業

事業概要
教育支援センターでの支援・相談機能の強化や学びの機会の充実によ
る不登校児童生徒やその保護者、学校へのサポート

4 2 7 ○



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 111 教育支援センター充実事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 384 希望者数 希望者数 希望者数

実績 384

達成率 100.0% － － －

目標 3 3 3 3

実績 3

達成率 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

教育支援セン
ター主催の会
議及び研修回
数

回

小中学校教員及び教育支援
センター支援員を対象とし
た、不登校に係る会議及び
研修を行う。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

教育支援セン
ターでの教育
相談の依頼に
対する実施回
数

回

不登校児童生徒及び保護者
からの悩み、進路選択、心
の支え等の相談できる環境
整備を準備する。

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

42,153 26,433 15,720 3.00 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 33 43,643

R7 11 47,294

R8 11 47,294

R9 11 47,29447,305

43,759 43,676

47,305

47,305

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 小学校費 教育振興費 要準要保護児童援助費

大事業

01 10 02 02 002

就学困難な児童に対し、学用品費、修学旅行
費、学校給食費、医療費等を支給

就学困難な児童に対し、学用品費、修学旅行
費、学校給食費、医療費等を支給

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

就学困難な児童に対し、学用品費、修学旅行
費、学校給食費、医療費等を支給

就学援助認定者数（要保護児童数 1０人・準
要保護児童数 ５６６人）
就学困難な児童に対し、学用品費、修学旅行
費、学校給食費、医療費等を支給した。

就学困難な児童に対し、学用品費、修学旅行
費、学校給食費、医療費等を支給

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

教育力の向上

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 113 小学校就学支援事業

事業概要
経済的理由により就学困難と認められる児童の保護者に就学援助事業
(学用品費、修学旅行費、学校給食費、医療費等の支給)を実施

4 2 7



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 113 小学校就学支援事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

小学校就学援
助費支給率

%

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

47,868 43,676 4,192 0.80 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 145

R7 200

R8 200

R9 200200

200 145

200

200

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 教育総務費 事務局費 事務局運営費

０１一般会計　１０教育費　０２小学校費　０２教育振興費　００３小学校教育助成費

大事業

01 10 01 02 002

・学校運営協議会の開催
・小学校での普賢寺地域における体験学習の
実施

・学校運営協議会の開催
・小学校での普賢寺地域における体験学習の
実施

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・学校運営協議会の開催
・小学校での普賢寺地域における体験学習の
実施

・学校運営協議会を2回開催し、学校経営方
針などについて協議した。
・小学校での普賢寺地域における体験学習を
２回実施した。

・学校運営協議会の開催
・小学校での普賢寺地域における体験学習の
実施

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

教育力の向上

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 114
コミュニティ・スクール推

進事業

事業概要
普賢寺小学校で小規模特認校制度による市内全域からの入学を受け入
れ、学校運営協議会により、保護者及び地域住民の学校運営への参画
を進め、児童生徒を健全育成

4 2 7



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 114
コミュニティ・スクール推

進事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 3 3 3 3 3

実績 2 2

達成率 66.7% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 2 2 2 2 2

実績 2 2

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） 決算額と予算額の差によるもの。

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

ふるさと体験
学習開催回数

回

過去の実績に照らし、同水
準である年２回開催を維持
する。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

学校運営協議
会開催回数

回

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

1,193 145 1,048 0.20 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 67 34

R7 90 15,564

R8 90 15,564

R9 90 15,56415,654

135 101

15,654

15,654

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 教育総務費 事務局費 学校教育支援費

大事業

01 10 01 02 003

児童・生徒が安全に安心して通学できるよう
に、通学路安全推進会議を開催し、通学方法
や危険箇所の把握と改善対策を行う。

児童・生徒が安全に安心して通学できるよう
に、通学路安全推進会議を開催し、通学方法
や危険箇所の把握と改善対策を行う。

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

児童・生徒が安全に安心して通学できるよう
に、通学路安全推進会議を開催し、通学方法
や危険箇所の把握と改善対策を行う。

○通学路安全推進会議の開催（2回）
○通学路安全点検踏査事業実施（1回）
○安全対策必要箇所 　４箇所追加
○平成24年度～令和６年度実施状況（完了
140箇所・実施中６箇所・未定６箇所）
○PTA通学路安全要望について対応

児童・生徒が安全に安心して通学できるよう
に、通学路安全推進会議を開催し、通学方法
や危険箇所の把握と改善対策を行う。

安全で心安らぐ
優しいまち

交通安全・防
犯・消費生活

交通安全対策の
推進

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 115 通学安全対策事業

事業概要
地域と学校、行政が協力し、児童生徒が安全に安心して通学できるよ
うに、通学路の通学方法や危険箇所の把握と改善対策を実施、児童生
徒に対する安全対策などを推進

1 4 1



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 115 通学安全対策事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 2 2 2 2 2

実績 2 2

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 90 93 93 93

実績 92

達成率 102.2% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） 予算科目の再編により、他事業から統合した費目があるため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

安全対策実施
率
【プログラム
進捗率】

%

過去３年間の傾向から、安
全対策実施率を目標にして
実施

事業の成果

指標 指標設定の考え方

通学安全推進
会議の開催

回

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

1,149 101 1,048 0.20 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 54,115 1,220 0 110,667 33 404,472

R7

R8

R9 -

586,873 570,507

-

-

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 小学校費 学校管理費 学校給食費

０１一般会計　１０教育費　０３中学校費　０１学校管理費　００６学校給食費

大事業

01 10 02 01 003

・小・中学校での完全給食
・学校給食において使用する農林水産物（牛
乳を除く）を全て京都府産とする「まるごと
きょうとの日」の実施（年２回）
・お茶を使った給食献立（年１０回）

・小・中学校での完全給食
・学校給食において使用する農林水産物（牛
乳を除く）を全て京都府産とする「まるごと
きょうとの日」の実施（年２回）
・お茶を使った給食献立（年１０回）

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・小・中学校での完全給食
・学校給食において使用する農林水産物（牛
乳を除く）を全て京都府産とする「まるごと
きょうとの日」の実施（年２回）
・お茶を使った給食献立（年１０回）

・小・中学校での完全給食
・学校給食において使用する農林水産物（牛
乳を除く）を全て京都府産とする「まるごと
きょうとの日」の実施（年２回）
・お茶を使った給食献立（年１０回）

・小・中学校での完全給食
・学校給食において使用する農林水産物（牛
乳を除く）を全て京都府産とする「まるごと
きょうとの日」の実施（年２回）
・お茶を使った給食献立（年１０回）

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

たくましく健やかな体
をはぐくみ、いのちを

守る教育の推進
I-4

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校給食課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 116 学校給食運営事業

事業概要
安全・安心で快適な食育環境の確保を図り、児童生徒が安心できる地
元産農産物を利用した学校給食を提供

4 2 5 ○



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 116 学校給食運営事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 2 2 - - -

実績 2 2

達成率 100.0% 100.0% － － －

目標 10 10 - - -

実績 10 10

達成率 100.0% 100.0% － － －

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） R7以降は小学校給食・中学校給食の目標・実績を別々に管理

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

お茶給食実施
回数

回

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

事業の成果

指標 指標設定の考え方

まるごときょ
うとの日実施
回数

回

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

607,187 570,507 36,680 7.00 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 805 4,004

R7 649 4,305

R8 649 4,305

R9 649 4,3054,954

5,783 4,809

4,954

4,954

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 社会教育費 社会教育総務費 青少年健全育成事業費

大事業

01 10 05 01 006

・地域学校パートナーシップ事業の実施
・放課後子ども教室の実施
・二十歳のつどいの実施

・地域学校パートナーシップ事業の実施
・放課後子ども教室の実施
・二十歳のつどいの実施

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・地域学校パートナーシップ事業の実施
・放課後子どもプランの実施
・二十歳のつどいの実施

・地域学校パートナーシップ事業の実施
・放課後子ども教室の実施（３５回）
・二十歳のつどいの実施

・地域学校パートナーシップ事業の実施
・放課後子ども教室の実施
・二十歳のつどいの実施

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

こども・子育て
こどもが健やかに
育つ環境づくり

I-6

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 社会教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 127 青少年健全育成事業

事業概要
地域・学校パートナーシップ事業、放課後子ども教室事業、二十歳の
つどい等の実施

4 1 2 ○



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 127 青少年健全育成事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 27 27 27 27 27

実績 31 32

達成率 114.8% 118.5% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 9 9 9 9 9

実績 9 9

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

放課後子ども
教室事業開催
校区数

校区

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

事業の成果

指標 指標設定の考え方

地域・学校
パートナー
シップ事業開
催回数

回

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

12,145 4,809 7,336 1.40 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 175

R7 400

R8 400

R9 400400

175 175

400

400

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 社会教育費 社会教育総務費 家庭教育推進事業費

大事業

01 10 05 01 007

・地域子育てセミナーの実施
・子育て理解講座の実施
・地域子育て井戸端会議の実施

・地域子育てセミナーの実施
・子育て理解講座の実施
・地域子育て井戸端会議の実施

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・地域子育てセミナーの実施
・子育て理解講座の実施
・地域子育て井戸端会議の実施

・地域子育てセミナーの実施
・子育て理解講座の実施
・地域子育て井戸端会議の実施

・地域子育てセミナーの実施
・子育て理解講座の実施
・地域子育て井戸端会議の実施

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

社会教育
家庭・地域社会
の教育力の向上

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 社会教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 128 家庭教育推進事業

事業概要 地域子育てセミナー、子育て理解講座、地域子育て井戸端会議を実施

4 3 3



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 128 家庭教育推進事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 9 9 9 9 9

実績 3 1

達成率 33.3% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 3 3 3 3 3

実績 3 2

達成率 100.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 8 6 6 6 6

実績 7 8

達成率 87.5% 133.3% 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る）

家庭教育の重要性とその役割について、子育て世代を中心にさらなる理
解を深める事業に取り組む必要があるため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ｃ　目標を達成していない
（達成率８０％未満）

小学校に地域子育てセミナーの開催の働きかけを行っているが、類似事
業があるため開催が難しい。

子育て理解講
座開催回数

回

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

地域子育て井
戸端会議開催
回数

回

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

事業の成果

指標 指標設定の考え方

地域子育てセ
ミナー開催回
数

回

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

227 175 52 0.01 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 4,470

R7 5,999

R8 5,999

R9 5,9995,999

6,090 4,470

5,999

5,999

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 社会教育費 社会教育総務費 生涯学習推進費

大事業

01 10 05 01 005

・地域の居場所づくり事業の実施
・人材バンクの派遣登録
・京たなべ・同志社ヒューマンカレッジの実
施

・地域の居場所づくり事業の実施
・人材バンクの派遣登録
・京たなべ・同志社ヒューマンカレッジの実
施

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・子どもの居場所づくり事業の実施
・人材バンクの派遣登録
・京たなべ・同志社ヒューマンカレッジの実
施

・子どもの居場所づくり事業の実施（６件）
・人材バンクの派遣登録
・京たなべ・同志社ヒューマンカレッジの実
施

・地域の居場所づくり事業の実施
・人材バンクの派遣登録
・京たなべ・同志社ヒューマンカレッジの実
施

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

社会教育
生涯学習社会の

実現
I-6

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 社会教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 129 生涯学習推進・支援事業

事業概要

生涯学習社会の実現を目指し、生涯学習推進基本計画に基づき人材バ
ンクの派遣登録、京たなべ・同志社ヒューマンカレッジの実施など、
学習環境やこどもの居場所づくり等の活動機会の充実及び心豊かな社
会をつくる自発的な学習活動を推進

4 3 1 ○



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 129 生涯学習推進・支援事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 30 30 32 34 36

実績 30 26

達成率 100.0% 86.7% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 5 5 5 5 5

実績 5 5

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る）

生涯学習社会の実現を目指すため、人材バンクの派遣事業、ヒューマン
カレッジ等を充実させる。

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

京たなべ・同
志社ヒューマ
ンカレッジ開
催回数

回

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

事業の成果

指標 指標設定の考え方

人材バンク派
遣数

件

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

9,448 4,470 4,978 0.95 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 122 105 2,922

R7 140 120 3,079

R8 140 120 3,079

R9 140 120 3,0793,339

3,319 3,149

3,339

3,339

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 社会教育費 公民館費 講座開設費

大事業

01 10 05 02 002

・各種講座・教室の開催

・各種講座・教室の開催

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・各種講座・教室の開催

○市民ニーズに対応した講座や事業の実施
・中央公民館において各種講座、教室を開催
し延べ1958人が参加した。（21講座150
回）
※日本語教室、いきいきチャレンジド教室含
む。
・住民センターにおいて各種講座、教室を開
催した。
　北部：延べ972人参加（14講座86回）
　中部：延べ1169人参加（18講座93回）

・各種講座・教室の開催

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

社会教育
生涯学習社会の

実現

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 社会教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 130
中央公民館の講座等開設事

業

事業概要
市民ニーズに即した講座や教室の開設及びサークル活動の活性化の担
い手となる人材育成のための講座を開設

4 3 1



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 130
中央公民館の講座等開設事

業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 141 150 150 150 150

実績 154 150

達成率 109.2% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

中央公民館講
座開催回数

回

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

11,009 3,149 7,860 1.50 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 1,536

R7 1,775

R8 1,775

R9 1,7751,775

1,750 1,536

1,775

1,775

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 社会教育費 社会教育総務費 団体活動育成費

大事業

01 10 05 01 004

社会教育関係団体に対する補助金の交付

社会教育関係団体に対する補助金の交付

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

社会教育関係団体に対する補助金の交付 社会教育関係団体に対する補助金の交付

社会教育関係団体に対する補助金の交付

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

社会教育
生涯学習社会の

実現

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 社会教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 131
社会教育関係団体等支援事

業

事業概要
地域活動の活性化を図る上で重要な役割を果たしている社会教育関係
団体について、団体の自主性を尊重しつつ、主体的な活動ができるよ
う育成と支援を実施

4 3 1



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 131
社会教育関係団体等支援事

業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 7 6 6 6 6

実績 6 5

達成率 85.7% 83.3% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

地域活動の活性化を図る上で重要な役割を果たしている社会教育関係団
体について、引き続き補助を行う。

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

補助金交付団
体数

団体

過去の実績と同水準である
年間６団体の補助を目指
す。

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

1,641 1,536 105 0.02 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 2,700 633 81,513

R7 89,191

R8 89,191

R9 89,19189,191

88,294 84,846

89,191

89,191

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 社会教育費 図書館費 図書館活動費

大事業

01 10 05 03 001

・施設の管理運営
・資料の収集、貸出
・図書館講座の開催

・施設の管理運営
・資料の収集、貸出
・図書館講座の開催

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・施設の管理運営
・資料の収集、貸出
・図書館講座の開催

○施設設備、備品等の充実
・空調設備の劣化箇所を計画的に更新するとと
もに、１階カウンター等照明ＬＥＤ化及び図書
館システムの更新を行った。
○図書館活動
・図書の充実に努め、図書1０,７８７冊、視聴覚
２１４点を購入。蔵書（点）数は3７2,302冊
（図書35９,998冊、視聴覚1２,３０４点）と
なった。
・年間貸出数延べ７６２,４４９冊、貸出者延べ
13７,８５３人。
・移動図書館は22箇所と洛南寮、留守家庭児童
会10箇所を巡回。
・資料宅配119回、郵送貸出１37冊を行い、点
字図書32タイトルを受入れ、879冊を貸出し
た。
・講座を開催。（文化講座3回６４人、子どもの
本の講座２回３１人、映画会2３回４５７人参
加）
・テーマ展示（平和図書展等計２回）を開催し
た。また、福袋を作成・貸出（2回）を行い、資
料の有効活用を図った。
・市民を対象にした本のリサイクルコーナーの
常設を行い、資料の再利用を図った。
・英語のおはなし会を再開し、子どもを対象に
した映画会（１回）を行った。

・施設の管理運営
・資料の収集、貸出
・図書館講座の開催

子育てしやすく未来
を育む文化薫るまち

社会教育
生涯学習社会の

実現

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 社会教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 132 図書館管理運営事業

事業概要
中央図書館、分室及び移動図書館の運営を行い、図書館資料を収集、整
理、保存して市民の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーション
などに資する事業を実施

4 3 1



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 132 図書館管理運営事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 790000 795000 800000 810,000

実績 762449

達成率 96.5% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 39 60 65 70 75

実績 37 37

達成率 94.9% 61.7% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 33 33 33 33 33

実績 33 33

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度
に維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

講座開催回数 回

京田辺市教育振興基本計画に
定める目標値

移動図書館
（かんなび
号）の運営

箇所

R5年度の実績に基づき、３3
箇所以上を維持する。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

図書貸出冊数 冊

京田辺市教育振興基本計画に
定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

163,446 84,846 78,600 15.00 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 3,754

R7 4,413

R8 4,413

R9 4,4134,413

4,413 3,754

4,413

4,413

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 社会教育費 公民館費 地区公民館整備費

大事業

01 10 05 02 003

分館公民館新築・改修等負担金の交付

分館公民館新築・改修等負担金の交付

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

分館公民館新築・改修等負担金の交付

○分館公民館の新築や補修等に伴う負担金等
・東田辺公民館(屋根防水工事、エアコン修
繕）
・花住坂公民館（トイレ手摺り取付け）
・松井ケ丘公民館（エアコン更新）
・天王公民館（エアコン更新、消防設備点検
時不備改修）
・江津公民館（外壁塗装他修繕）
・一休ケ丘公民館（エアコン更新）
・同志社住宅地公民館（倉庫ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）
・健康村公民館（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ等工事）
・薪公民館（照明LED化）
・山手東公民館（屋根一部補修工事）
・草内公民館（屋根等修繕工事）
ただし、天王・東田辺公民館は、工事を２回
実施。

分館公民館新築・改修等負担金の交付

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

社会教育
生涯学習社会の

実現

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 社会教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 134 分館公民館維持管理事業

事業概要
分館公民館の新築、改築などを行う場合に費用の一部を負担。市民に
とって安全・快適な環境づくり及び地域活動拠点を充実

4 3 1



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 134 分館公民館維持管理事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 100 100 100 100

実績 100

達成率 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

分館公民館負
担金支給率

％

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

5,326 3,754 1,572 0.30 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 0 0 0 0 105,639

R7 0 0 0 0 0 86,099

R8 0 0 0 0 0 86,099

R9 0 0 0 0 0 86,09986,099

112,970 105,639

86,099

86,099

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 中学校費 学校管理費 職員給与費

０１一般会計　１０教育費　０３中学校費　０１学校管理費　０２中学校管理運営費

大事業

01 10 03 01 001

中学校教育の充実を図るため、適正な人員配
置、教育環境の整備など、中学校の管理運営
を行う。

中学校教育の充実を図るため、適正な人員配
置、教育環境の整備など、中学校の管理運営
を行う。

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

中学校教育の充実を図るため、適正な人員配
置、教育環境の整備など、中学校の管理運営
を行う。

〇市立中学校の管理運営
・学校生活を送る上で特に配慮を要する生徒
に対して、特別支援教育支援員を配置した。
・学校へ予算配分を行い、各中学校及び令和
５年に設置した共同学校事務室で管理運営に
要した予算の効率的な執行を実施した。

中学校教育の充実を図るため、適正な人員配
置、教育環境の整備など、中学校の管理運営
を行う。

【文化・教育】
就学前～小・中

学校教育

知・徳・体の調和と個
性を伸ばす小・中学校

教育の推進

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校教育課 教育総務室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 204 中学校運営事業

事業概要
中学校教育の充実のため、適正な人員配置、教材整備など、中学校の
管理運営を実施

4 2 3



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 204 中学校運営事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 95 95 95 95

実績 92.0

達成率 96.8% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

学校管理運営
事業の予算執
行率

%

現状が既に高い割合である
ため、前年度実績を維持

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

114,285 105,639 8,646 1.65 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 0 0 0 0 11,791

R7 0 0 0 0 0 16,077

R8 0 0 0 0 0 16,077

R9 0 0 0 0 0 16,07716,077

12,948 11,791

16,077

16,077

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 中学校費 学校管理費 中学校健康管理費

大事業

01 10 03 01 002

・健康診断の実施

・健康診断の実施

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・健康診断の実施

○生徒の内科、歯科、眼科及び耳鼻科検診実
施し、健康管理を行った。
　中学生　検診延べ実施数　  7,444回　受
診率　96.1％
○生徒の心臓検診を実施し、健康管理を行っ
た。

・健康診断の実施

【文化・教育】
就学前～小・中

学校教育
教育力の向上

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 205 中学校健康管理事業

事業概要
生徒の健康を保持するための検診の実施(内科、歯科、眼科、耳鼻科検
診、心臓検診等)

4 2 7



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 205 中学校健康管理事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 100 95 95 95 95

実績 97.3 96.1

達成率 97.3% 101.2% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） 予算科目の再編により、他事業から統合した費目があるため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

中学校健康診
断受診率

％

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

14,673 11,791 2,882 0.55 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 13,483 24,681

R7 84 44,859

R8 84 44,859

R9 84 44,85944,943

40,000 38,164

44,943

44,943

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 中学校費 教育振興費 要準要保護生徒援助費

大事業

01 10 03 02 002

就学困難な生徒に対し、学用品費、修学旅行
費、学校給食費、医療費等を支給

就学困難な生徒に対し、学用品費、修学旅行
費、学校給食費、医療費等を支給

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

就学困難な生徒に対し、学用品費、修学旅行
費、学校給食費、医療費等を支給

就学援助認定者数（要保護生徒数 １１人・準
要保護生徒数 ２９２人）
就学困難な生徒に対し、学用品費、修学旅行
費、学校給食費、医療費等を支給した。

就学困難な生徒に対し、学用品費、修学旅行
費、学校給食費、医療費等を支給

【文化・教育】
就学前～小・中

学校教育
教育力の向上

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 206 中学校就学支援事業

事業概要
経済的理由により就学困難と認められる生徒の保護者に就学援助事業
(学用品費、修学旅行費、学校給食費、医療費等の支給)を実施

4 2 7



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 206 中学校就学支援事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

中学校就学援
助費支給率

％

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

40,784 38,164 2,620 0.50 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 0 0 0 0 0

R7 0

R8 0

R9 0

0 0

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

大事業

・学習指導要領の確実な実施
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた
授業改善
・一人一人に応じたきめ細やかな指導ができ
る体制の充実
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な
充実のためのICT環境整備

・学習指導要領の確実な実施
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた
授業改善
・一人一人に応じたきめ細やかな指導ができ
る体制の充実
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な
充実のためのICT利活用のさらなる充実

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・学習指導要領の確実な実施
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた
授業改善
・一人一人に応じたきめ細やかな指導ができ
る体制の充実
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な
充実

・学習指導要領の確実な実施に向け指導主事
計画訪問において指導主事が指導を行った。
・主体的・対話的で深い学びの実現や、個別
最適な学びと協働的な学びの一体的な充実と
して市学力向上対策会議で研修や公開授業を
行った。

・学習指導要領の確実な実施
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた
授業改善
・一人一人に応じたきめ細やかな指導ができ
る体制の充実
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な
充実のため、効果的なICT機器の導入準備

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

確かな学力の育成と個
性や能力の伸長を図る

教育の推進
I-4

担当
（部・課・係・副担当）

教育部
こども・学校サ

ポート室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 222 確かな学力充実事業

事業概要
「全国学力・学習状況調査」等の分析・活用により、個々の学習状況
を的確に把握し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業の実
践や探究的な学習の充実を進め、確かな学力の充実・向上を推進

4 2 3 ○



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 222 確かな学力充実事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 府平均 府平均 府平均 府平均

実績 府平均以上

達成率 － － － －

目標 84.9 府平均 府平均 府平均

実績 85.1

達成率 100.2% － － －

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

「授業の内容を
理解できている
か」の項目に肯
定的に回答した
児童生徒の割合

％

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値（全国学
力・学習状況調査における
京都府平均以上を目指す）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

全国学力・学
習状況調査に
おける平均正
答率の割合

-

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値（全国学
力・学習状況調査における
京都府平均以上を目指す）

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

1,834 0 1,834 0.35 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 0 0 0 0 0

R7 0

R8 0

R9 0

0 0

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

大事業

・道徳教育の指導体制及び指導内容の工夫と
充実
・内面に根ざした道徳性の育成
・主体的に考え議論する指導方法の工夫改善

・道徳教育の指導体制及び指導内容の工夫と
充実
・内面に根ざした道徳性の育成
・主体的に考え議論する指導方法の工夫改善

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・道徳教育の指導体制及び指導内容の工夫と
充実
・内面に根ざした道徳性の育成
・主体的に考え議論する指導方法の工夫改善

各小中学校とも、研究会や校内研修などを通
じて、道徳性を養う学習に向け、指導方法の
工夫改善に努めた。

・道徳教育の指導体制及び指導内容の工夫と
充実
・内面に根ざした道徳性の育成
・主体的に考え議論する指導方法の工夫改善

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

豊かな人間性をは
ぐくむ教育の推進

担当
（部・課・係・副担当）

教育部
こども・学校サ

ポート室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 223 道徳教育の推進事業

事業概要
豊かな心の育成のため、内面に根ざした道徳性の育成を図るととも
に、問題解決的な学習や体験的な学習を取り入れるなど、児童生徒が
主体的に考え議論する教育を推進

4 2 4



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 223 道徳教育の推進事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 83.1 府平均 府平均 府平均

実績 84.4

達成率 101.5% － － －

目標 90.6 府平均 府平均 府平均

実績 90.4

達成率 99.9% － － －

目標 78.5 府平均 府平均 府平均

実績 77.4

達成率 98.6% － － －

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

他人を思いや
る心に関する
項目に回答し
た児童生徒の
割合

％

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値（全国学
力・学習状況調査における
京都府平均以上を目指す）

地域や社会の
ために役立つ
ことに関する
項目に回答し
た児童生徒の
割合

％

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値（全国学
力・学習状況調査における
京都府平均以上を目指す）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

自己肯定感に
関する項目に
肯定的に回答
した児童生徒
の割合

％

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値（全国学
力・学習状況調査における
京都府平均以上を目指す）

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

1,572 0 1,572 0.30 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 0 0 0 0 0

R7 0

R8 0

R9 0

0 0

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

大事業

幅広い運動を経験させるとともに、体力テス
トの結果をもとに、自己の体力について理解
させ、学校生活全般において、基礎的な体
力、運動能力の向上に努める。

幅広い運動を経験させるとともに、体力テス
トの結果をもとに、自己の体力について理解
させ、学校生活全般において、基礎的な体
力、運動能力の向上に努める。

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

幅広い運動を経験させるとともに、体力テス
トの結果をもとに、自己の体力について理解
させ、学校生活全般において、基礎的な体
力、運動能力の向上に努める。

体力テストの結果の分析を市・各校で行い、
自己の体力について理解させるとともに幅広
い運動を経験させ、学校生活全般において、
基礎的な体力、運動能力の向上に努めた。

幅広い運動を経験させるとともに、体力テス
トの結果をもとに、自己の体力について理解
させ、学校生活全般において、基礎的な体
力、運動能力の向上に努める。

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

たくましく健やかな体
をはぐくみ、いのちを

守る教育の推進

担当
（部・課・係・副担当）

教育部
こども・学校サ

ポート室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 224 体力・運動能力向上事業

事業概要
幅広い運動を経験させるとともに、体育の授業や体育的行事の工夫に
努めることにより、基礎的な体力、運動能力の向上を推進

4 2 5



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 224 体力・運動能力向上事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 府平均 府平均 府平均 府平均

実績
府平均以

上

達成率 － － － －

目標 84.9 府平均 府平均 府平均

実績 85.1

達成率 100.2% － － －

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

「運動やスポー
ツをすることは
好きですか」等
の項目に肯定的
に回答した児童
生徒の割合

％

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値（全国体
力・運動能力、運動週間等
調査における京都府平均以
上を目指す）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

体力合計点（8
種目の体力テス
ト成績を1点か
ら10点に得点化
して総和した体
力テストの合計
得点）の平均値

-

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値（全国体
力・運動能力、運動週間等
調査における京都府平均以
上を目指す）

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

1,310 0 1,310 0.25 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 4,159 0 0 0 4,380

R7 0 5,063 0 0 0 5,680

R8 0 0 0 0 0 10,743

R9 0 0 0 0 0 10,74310,743

8,904 8,539

10,743

10,743

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 中学校費 学校管理費 学校特色化事業

０１一般　１０教育費　０１教育総務費　０２事務局費　　　　００３学校教育支援費
０１一般　１０教育費　０１教育総務費　０３情報教育推進費　００１情報教育推進費
０１一般　１０教育費　０３中学校費　　０２教育振興費　　　００３中学校教育助成費

大事業

01 10 03 01 005

・学校間の生徒数の偏在を改善するために、
培良中学校の特色化事業（職場体験学習の充
実・部活動の充実・専任ＡＬＴの配置・英検
事業の実施等）を進める。
・方針に基づき、課題改善の対策を講じる。

・学校間の生徒数の偏在を改善するために、
培良中学校の特色化事業（職場体験学習の充
実・部活動の充実・専任ＡＬＴの配置・英検
事業の実施等）を進める。
・方針に基づき、課題改善の対策を講じる。

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・学校間の生徒数の偏在を改善するために、
培良中学校の特色化事業（職場体験学習の充
実・部活動の充実・専任ＡＬＴの配置・英検
事業の実施等）を進める。
・学校教育審議会の答申を踏まえ、課題改善
に向けた方針を策定する。

・学校間の生徒数の偏在を緩和するために、
培良中学校の特色化事業（職場体験学習の充
実・部活動の充実・専任ＡＬＴの配置・英検
事業の実施等）を実施した。
・学校教育審議会より12月10日に京田辺市
立学校間の児童生徒数の偏在の解消に向けた
対策について答申された。

・学校間の生徒数の偏在を改善するために、
培良中学校の特色化事業（職場体験学習の充
実・部活動の充実・専任ＡＬＴの配置・英検
事業の実施等）を進める。
・方針に基づき、課題改善の対策を講じる。

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

教育力の向上 I-5

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 教育総務室
こども・学校サポート

室／学校教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 225 児童生徒数偏在解消事業

事業概要
培良中学校の特色化などにより学校間の児童生徒数の偏在による課題
を改善、質の高い教育を実現

4 2 7 ○



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 225 児童生徒数偏在解消事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 30 30 30 30

実績 29

達成率 96.7% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） 学校特色化事業を拡充し、学校選択制度の活用を推進するため

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

培良中学校へ
の通学区域外
からの転入学
生徒数

人

過去の実績（Ｒ6.4転入
学：２5人）に照らし、同
水準以上を目指す。
各年度の実績は、次年度4
月に転入学した人数を計上
している。

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

12,207 8,539 3,668 0.70 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 58,113 0

R7 1,268,500 0

R8 0

R9 0

66,856 58,113

1,268,500

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般 教育費 小学校費 学校管理費 小学校施設整備費

０１一般　１０教育費　０３中学校費　０１学校管理費　００４中学校施設整備費

大事業

01 10 02 01 005

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

小中学校体育館等空調実施計画の策定
〇小中学校体育館等空調設備整備
・実施計画を策定した。

小中学校体育館等空調の設置工事

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

教育力の向上 I-5

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 226 学校施設空調設備整備事業

事業概要
市立小・中学校の体育館などへの空調設備整備により児童生徒の熱中
症対策などを推進

4 2 7 ○



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 226 学校施設空調設備整備事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 100 100

実績 100

達成率 100.0% 0.0%

目標 － 13

実績 －

達成率 100.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） 小中学校体育館等空調の設置工事を行う。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上） 小中学校体育館等空調実施計画を策定した。

空調設置棟数 棟

体育館・武道場の空調設置
棟数

事業の成果

指標 指標設定の考え方

実施計画の策
定進捗率

％

実施計画策定の進捗率

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

59,161 58,113 1,048 0.20 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 0 0 0 0 0

R7 0 0 0 0 0 18,000

R8 0

R9 0

0 0

18,000

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般 教育費 教育総務費 事務局運営費 教育企画費

大事業

01 10 01 02 003

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

(仮称)京田辺市新しい学校づくりプランの中
間案をとりまとめる。

学校給食施設整備運営庁内検討会議において
今後の小学校給食施設整備の方向性を検討す
るとともに、学校教育審議会の答申を踏まえ
て大規模な開発が計画されている小学校区に
おける校区変更案等をとりまとめた。

(仮称)京田辺市新しい学校づくりプランを策
定する。

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

教育力の向上 I-5

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校教育課
教育総務室／こども・

学校サポート室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 227
「(仮称)京田辺市新しい学
校づくりプラン」策定事業

事業概要
学校規模・学校配置の適正化、多様な学びに対応できる学習環境、学
校附属施設のあり方に関する基本的な方針を示し、時代の変化に対応
した学校環境を整備

4 2 7 ○



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 227
「(仮称)京田辺市新しい学
校づくりプラン」策定事業

R6

R7

R8

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 50 100

実績 40

達成率 80.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） 学校施設長寿命化計画とあわせて、プランを令和７年度中に策定する。

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上） 中間案のとりまとめは令和７年５月となる見込み。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

（仮称）京田
辺市新しい学
校づくりプラ
ンの策定進捗
率

％

プラン策定の進捗率

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

524 0 524 0.10 5,240

0 0 0

0 0 0

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A


